
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: コラム書き写しは文章様式の習得が確認できない点が課題であり、学校活動全体で様式を統一させる改善策があるだろう。現場取材同行、志望理由書添削に大きな効能があることは疑いないが、ゲリラ的な実践で人的時間的資源を惜しみなくつかっている点において授業化が困難である。さしあたり教員が記者からフィールドワーク技術、書く技能を学ぶ必要があるだろう。
	TextField2: 参加生徒全員が現場取材同行、志望理由書添削を肯定的に捉えた。とりわけ現場取材同行は大学生活でのフィールドワーク型研究を志向させた。
	TextField2: （留意点）
①コラム書き写しは単調で文章構成に意を払わず機械的コピーになるおそれがあるため、技能定着を目指しているという意識づけが必要。
②コラム書き写しに付されたコメントに対して、一対一対応で応答は不可能なので、授業中にとりあげるといった柔軟なフィードバックが効果的。
③コラム書き写し課題に対しては意義を見出さない生徒がほとんどであり、ペナルティ（居残り）と報奨（加点）を併用した。
④現場取材同行、志望理由書添削においては、教員は黒子または生徒と同じ文章技能の修業者としてふるまうほうが、生徒、参加教員双方にとって有益。

	TextField2: コラム書き写し課題は全学年で年間十数回実施。講演は「国語表現」で１時間。現場取材同行、志望理由書添削は課外活動として実施。
	TextField2: ①公共性の高い文章の様式・型を習得できたか。②文章がたちあがる現場の力、書き手の問題意識を体感できたか。
	TextField2: 文章を読む力、書く力、社会への関心を高め、最終的には自ら自分たちの課題や成果を文章化し、地域に発信できる力を身につけさせる。
	TextField2: Ａコラム書き写し課題、Ｂ新聞作り、Ｃ地域記事執筆記者の講演、Ｄ現場取材同行、Ｅ志望理由書添削
	TextField2: 「産業社会と人間」、国語科、地歴公民科、３５０人
	TextField2: 全学年
	TextField2: 堂元禄之
	TextField2: 高知県立須崎高等学校
	TextField1: 文章をたちあげる



